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年金定期貯金が新しい金利になりました！
期間：令和7年4月1日㈫～令和7年9月30日㈫

ご利用いただける方 ●当ＪＡで年金をお受け取りのお客様。
●新たに当ＪＡに年金受取口座をご指定いただけるお客様（新規ご指定者様）。

お 預 り 限 度 額 1,500万円以内
貯 金 の 種 類 スーパー定期貯金＜単利型＞・大口定期貯金＜単利型＞１年もの

自動継続のみ（元利金継続）
自動継続後の適用金利は、継続日における店頭表示金利となります。

払 戻 方 法 満期日以後に一括して払い戻しできます。
適 用 条 件 店頭受付のみとします。

※商品の詳しい内容については、店頭の「商品概要説明書」をご覧ください。
その他 本商品は、原則満期日までは解約できません。中途解約の場合は、所定の解約利率が適用となります。

※利息には20.315％（国税15.315％・地方税5％）の源泉分離課税が適用されます。
※お取扱期間中であっても経済情勢の変動によりお取扱内容を変更または終了する場合がございます。

年 年 0.500.50％％ スーパー定期
１年もの
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【総評】「四季と人々の営み」というテーマにふさわしく、季節感を感じさせる作品が多く寄せられました。とくに、最優
秀賞の中根英治さんは、受賞を重ねていて、殿堂入りと言っても過言ではありません。また、人物を撮影した入賞作品は、
撮影者とモデルとのあたたかな関係性が伝わるものが多く、写真を通じた、良好なコミュニケーションが成立していると
感じました。「美しい風景と、農と触れ合う人々のあたたかな姿」という、ＪＡ南彩フォトコンテストの個性がはっきり
としてきた結果だと思います。来年度も、より多くの応募を期待します。

　「四季と人々の営み」をテーマに、19名27作品のご応募をいただきありがとうございました。
審査の結果、以下の通り受賞者が決定しました。各受賞者の作品と審査講評をご紹介します。

「夕暮れ色に染まる」
　　中根 英治さん（撮影 久喜市菖蒲町）
一言コメント　　　　　　　
　初夏の夕暮れの色に染まった水田の様子を撮影
しました。
審査講評　　　　　
　空を映しだす水田が美しく、三分割構図もバッ
チリ決まっています。光が少ない撮影環境で、最
適な露出を見出す技巧も素晴らしい！

最優秀賞

「みんなで玉ねぎの収穫」
　　山田 直美さん（撮影 白岡市）

一言コメント　　　　　　　
　家族みんなで、たくさんの玉ねぎを収穫しました。品種は残念な
がら忘れましたが、とても大きな玉ねぎをたくさん採りました。
審査講評　　　　　
　表情やポーズに構えた感じがなく、ナチュラルな空気感が心に
残ります。撮影者と被撮影者の関係の深さが伝わる作品になりま
した。

優秀賞

令和6年度令和6年度
「ＪＡ南彩フォトコンテスト」結果発表「ＪＡ南彩フォトコンテスト」結果発表

「八十路の手習い」 小島 長子さん（撮影 春日部市）
一言コメント　　　　　　　
　貸農園の仲間で、自分で使う１年分の乾燥わらを作るのに大汗
をかきながら悪戦苦闘している様子です。
審査講評　　　　　
　フランスの農民画家・ミレーの作品を思い出させる写真です。光
の感じや構図など、まるで一幅の名画を見ているような美しさ！

特別賞：組合長賞

「大きくなーれ」
　　山田 明子さん（撮影 蓮田市）

一言コメント　　　　　　　
　そばの種をまく…という貴重な体験をさせてもらった時の写真
です。
審査講評　　　　　
　子どもたち二人の仲の良さが伝わってくる写真です。撮影者の
心が動いた瞬間を切り取ったことが、見る側にも素直に伝わって
きます。

優秀賞
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【
企
画
管
理
部
門
】

Ｑ
１　
Ｊ
Ａ
南
彩
の
強
み
、弱
み
、

脅
威
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
ま
す
か
。

Ａ
１　
Ｊ
Ａ
南
彩
の
強
み
は
、
信

用
、
共
済
、
営
農
、
経
済
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
総
合
事
業
を
展
開
し

て
い
る
点
で
す
。
し
か
し
、
か
つ
て

の
強
み
で
あ
っ
た
組
織
力
に
つ
い
て

は
、
組
合
員
数
の
減
少
に
伴
い
、
少

し
ず
つ
そ
の
力
が
薄
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
は
持
続

可
能
な
地
域
農
業
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
が
、
気
候
の
変
化
が
そ
の

取
組
み
に
対
す
る
大
き
な
脅
威
と
な

っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２　
自
己
改
革
中
期
3
か
年

計
画
は
、
Ｐ※

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
効
果
的
に
回
す
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

Ａ
２　
事
業
計
画
の
実
行
に
お

い
て
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
意
識
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
月
単
位
で
計
画
の
進

捗
を
精
査
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
善

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
は
、Ｐ
ｌ
ａ
ｎ（
計

画
）、Ｄ
ｏ
（
実
行
）、Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
（
評
価
）、

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
対
策
・
改
善
）
の
４
つ

の
プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
し
、
目
標
達
成
や

業
務
改
善
を
行
う
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
。

Ｑ
３　
総
代
定
数
の
算
出
方
法

に
つ
い
て
、
全
国
の
規
定
に

従
う
の
で
は
な
く
、
Ｊ
Ａ
南
彩
独
自

の
算
出
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
で
定

数
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
３　
総
代
の
定
数
は
、
農
協
法

に
基
づ
き
「
正
組
合
員
数
の
5

分
の
1
以
上
（
そ
の
総
数
が
２
，５
０

０
人
を
超
え
る
組
合
は
５
０
０
人
以

上
）」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
組

合
の
総
代
定
数
は
こ
の
基
準
に
従
い

５
３
３
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
定
数
の
削
減
は
現
行
法
の

枠
組
み
で
は
難
し
い
状
況
で
す
。

Ｑ
４　
農
家
組
合
解
散
の
話
を

耳
に
し
ま
す
。
ま
た
、
対
話
集

会
に
出
席
す
る
人
が
少
な
い
こ
と
も

気
に
な
り
ま
す
。
春
日
部
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
も
統
合
さ
れ
ま
す
が
、
組

合
員
の
こ
と
を
も
っ
と
大
事
に
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
４　
農
業
者
や
組
合
員
の
減

少
は
、
大
変
大
き
な
課
題
で

す
。
加
え
て
、
地
域
ご
と
に
異
な
る

課
題
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。
店
舗

の
統
合
に
よ
り
、
店
舗
数
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
の

距
離
が
離
れ
な
い
よ
う
、
寄
り
添
っ

た
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
５　
農
家
組
合
は
本
当
に
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
５　
農
家
組
合
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
大
き
な
役
割
が

あ
り
ま
す
の
で
、
と
て
も
必
要
な
存

在
で
す
。
地
域
の
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
地
域
内
で
話
合
い
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
６　
合
併
後
、
正
組
合
員
が

２
，６
３
６
人
減
少
（
令
和
５

年
度
末
実
績
）
し
て
い
ま
す
。
正
組

合
員
の
減
少
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
？
ま
た
、
組
合
員
数

を
増
や
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
６　
正
組
合
員
の
減
少
の
主

な
要
因
は
、
相
続
に
伴
う
脱

退
で
す
。
昨
年
の
脱
退
理
由
の
約
8

割
が
「
後
継
者
不
在
」
に
関
す
る
も

の
で
し
た
。
組
合
員
の
確
保
は
組
織

基
盤
を
支
え
る
重
要
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
た
め
の
ふ
れ
あ
い
活
動
や
外
務
活

動
、
渉
外
活
動
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
の

強
み
を
積
極
的
に
伝
え
、
組
合
員
の

加
入
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

次
世
代
と
の
接
点
を
強
化
す
る
取
組

み
も
重
要
視
し
て
お
り
、
引
続
き
力

を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
７　
正
組
合
員
と
准
組
合
員

の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
わ

か
り
や
す
く
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
７　
正
組
合
員
お
よ
び
准
組

合
員
は
、
Ｊ
Ａ
が
提
供
す
る

各
種
事
業
や
施
設
を
利
用
で
き
る
ほ

か
、
営
農
指
導
を
受
け
る
な
ど
、
農

業
経
営
に
役
立
つ
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
事

業
に
関
す
る
意
見
や
要
望
を
総
代
会

な
ど
で
発
言
す
る
こ
と
が
で
き
、
組

合
活
動
に
積
極
的
に
関
与
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
出
資
金
や
利
用
実
績
に
応

じ
た
配
当
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
そ
し
て
正
組
合
員
に
限
り
、
組

合
の
運
営
に
参
加
す
る
権
利
が
与
え

ら
れ
、
総
代
会
で
の
議
決
権
を
有
し
、

Ｊ
Ａ
の
総
代
・
理
事
・
監
事
な
ど
の

役
職
選
挙
に
お
い
て
選
挙
権
を
行
使

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　自己改革の進捗をご報告するため、昨年11月に各地区で「対話集会」を開催し、参加者の皆さまから多くの
ご意見やご質問をいただきました。２月号「営農部門」、３月号「営農・経済・金融・共済部門」と２か月にわ
たりお伝えさせていただきました。最終回となる今月号は「企画管理部門」についての、ご意見やご質問に対
しQ＆A形式で掲載させていただきます。自己改革については、組合員皆さまの評価を踏まえながら、必要な見
直しを図ってまいります。

なんさい 4



Ｑ
８　
世
帯
内
に
農
業
に
従
事

し
て
い
る
方
が
複
数
人
い
る

場
合
、
1
世
帯
に
お
け
る
正
組
合
員

の
人
数
制
限
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
８　
正
組
合
員
に
な
れ
る
方

の
要
件
は
以
下
の
通
り
で
す
。

「
10
ａ
以
上
の
土
地
を
耕
作
し
て
い

る
方
、
も
し
く
は
年
間
90
日
以
上
農

業
に
従
事
し
て
い
る
方
で
、
土
地

（
借
地
も
可
）
や
お
住
ま
い
が
Ｊ
Ａ

南
彩
管
内
に
あ
る
こ
と
」
が
条
件
で

す
。
世
帯
内
で
該
当
す
る
方
が
い
れ

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
正
組
合
員
に
な
る

こ
と
は
可
能
で
す
の
で
、
人
数
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
９　
春
日
部
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
が
組
織
整
備
に
よ
り
統

合
さ
れ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
ま
す

が
、
人
が
集
ま
ら
な
く
な
る
こ
と
が

Ｊ
Ａ
の
利
用
率
低
下
に
繋
が
る
の
で

は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

Ａ
９　
春
日
部
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
は
「
南
彩
お
米
ア
グ
リ

プ
ラ
ザ
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
お
米
を
は
じ
め
、

季
節
ご
と
の
肥
料
・
農
薬
や
生
活
関

連
商
品
を
取
扱
い
、
地
域
の
皆
さ
ま

に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
れ
る
よ
う

取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
統
合
に
よ

り
、
利
用
率
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
、
引
続
き
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

Ｑ
10　
地
域
と
の
繋
が
り
を
保

つ
た
め
に
、
Ｊ
Ａ
南
彩
の
施

設
が
あ
る
場
所
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
再
設
置

し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
10　
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
お
よ
び

運
営
に
は
、
非
常
に
大
き
な

経
費
が
か
か
り
ま
す
。
近
年
、
利
用

者
数
が
減
少
し
て
い
る
店
外
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
つ
い
て
は
、
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
再
設
置
に
つ
い

て
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
検
討
し
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
セ
ブ
ン
銀

行
、
ロ
ー
ソ
ン
銀
行
、
イ
ー
ネ
ッ
ト

が
正
組
合
員
で
あ
れ
ば
、
入
出
金
手

数
料
が
時
間
帯
も
曜
日
も
気
に
せ
ず

〝
月
々
３
回
無
料
〞
で
ご
利
用
可
能
と

な
り
、
と
て
も
便
利
で
す
。
ご
不
明

な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
各
支
店
窓

口
や
毎
月
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
職
員
に
お
気
軽
に
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。

Ｑ
11　
出
向
く
体
制
は
、
現
在

実
施
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。Ａ

11　
現
状
、
組
合
員
の
皆
さ

ま
に
十
分
ご
満
足
い
た
だ
け

る
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
て
お

ら
ず
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
、
組
合
員
や
利
用
者

皆
さ
ま
の
生
活
を
よ
り
一
層
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て
ま

い
り
ま
す
。

Ｑ
12　
対
話
集
会
は
夕
方
に
開

催
し
た
方
が
生
産
者
は
参
加

し
や
す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
正
組
合
員
の
み
が
参
加
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
12　
対
話
集
会
に
、
よ
り
多
く

の
方
が
参
加
で
き
る
よ
う
、
開

催
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
参
加
に
つ
い
て
は
、
准

組
合
員
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

Ｑ
13　
ふ
れ
あ
い
感
謝
祭
が
菖

蒲
以
外
で
開
催
さ
れ
な
い
の

は
な
ぜ
で
す
か
。
毎
年
開
催
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

Ａ
13　
お
客
さ
ま
の
駐
車
場
問

題
や
、
周
辺
の
交
通
事
情
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、
開
催
場
所
の
選
定

が
難
し
い
地
域
も
ご
ざ
い
ま
す
。
今

後
、
ど
の
よ
う
な
形
で
開
催
で
き
る

か
に
つ
い
て
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。Ｑ

14　
若
い
職
員
の
意
見
や
考

え
を
聞
き
、
経
営
に
反
映
さ
せ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
14　
若
い
職
員
の
意
見
を
経

営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
、
組

織
の
成
長
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で

す
。
現
在
、
意
見
交
換
会
や
ヒ
ア
リ

ン
グ
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
活
動
を
通
じ
て
職
員
の
声
を
し

っ
か
り
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
来

年
度
に
は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
形
で

経
営
や
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
予
定

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
職
員
一
人
ひ

と
り
の
意
見
が
組
織
全
体
の
発
展
に

繋
が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

特集1 組合員との対話集会組合員との対話集会ＪＡ南彩
－ 自己改革の実践に向けた組合員との対話集会 －

※
文
中
に
あ
る
﹁
自
己
改
革
中
期
３
か

年
計
画
﹂
に
つ
い
て
は
、
広
報
誌
１

月
号
６・
７
ペ
ー
ジ
﹁
特
集
１　

Ｊ
Ａ

南
彩
自
己
改
革　

令
和
６
年
度
上
半

期
の
取
組
み
結
果
に
つ
い
て
﹂
で
詳

し
く
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

※
類
似
の
質
問
や
ご
意
見
に
つ
き
ま
し

て
は
、
一
部
要
約
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
の
で
、ご
理
解
く
だ
さ
い
。
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カ メ ラ ニ ュ ー ス

青年部・女性部本部役員と常勤役員との意見交換会
　１月17日、久喜江面支店で、青年部11名が出席しました。
　ＪＡからは事業概要・自己改革進捗状況について、青年部
からは活動についての報告がありました。また、「ＪＡ事業に
対する青年部からの提案」では、営農支援におけるＪＡ職員
の派遣やＴＡＣ研修の強化、ドローン事業の強化についてな
どの意見が出され、活発に意見が交わされました。
　青年部の吉田雅部長は「意見交換会を毎年開催していただ
けることに感謝しております。今回も活発な意見交換を行え
ました。今後もＪＡ南彩を拠り所に共に成長していきたいで
す」と話していました。

　２月18日、本店で、女性部14名が出席しました。
　女性部からは、支店での購買品の取扱い対応について、
農薬、栽培の専門家やＴＡＣとの連携の取り方への要望な
ど、様々な意見が交わされました。
　女性部の桑原由枝部長は「部員減少については毎年意見
が出ます。魅力ある活動を通じて、広い世代にもっと女性
部をＰＲしていきましょう」と話していました。

青年部

女性部

講義をする小川主任

 地元野菜の魅力を発信
　３月６日、岩槻農産物直売所「あさつゆの里」で、同直売
所の野菜ソムリエの資格を持つ小川主任が講師を務め、第６
回まちゼミ「楽しむベジタブルライフ」を開催しました。
　地産地消の重要性を伝えるため、伝統野菜やヨーロッパ野
菜を含めた、岩槻で栽培される野菜をクイズ形式で楽しく紹
介しました。
　参加者からは「地元野菜についてもっと学びたくなった」

「岩槻ねぎをはじめとする地元農産物への理解が深まった」と
感想が寄せられました。小川主任は「地産地消や地元野菜に
対する理解を深め、皆さまに興味を持っていただけたことが
嬉しい」と話しました。

11111111111111

令和６年度総代研修会開催 ～ JA運営への理解を深めて～
　３月13日、蓮田市総合文化会館ハストピアにおいて、総代・
来賓・役員ら237名が参加し、令和６年度ＪＡ南彩総代研修
会が開催されました。この研修会は、ＪＡ運営への理解と関
心を深めていただくことを目的として実施しています。
　研修会は、菊池組合長の挨拶で始まり、三角常務から事業
概況と自己改革の取組みについて報告がありました。その後、
ＪＡ埼玉県中央会の西田秀生常務理事による「農業・ＪＡを
めぐる情勢について」の研修が行われました。
　講演では、山口農園の山口由美代表が「私らしい農業」と
題し、女性農業経営者、農業女子プロジェクト（農林水産省）
など、多岐にわたる活動についてお話しいただきました。最
後に、三遊亭楽生師匠による「伝わる“コトバ”、響く“コトバ”」
と落語が披露され、参加者はその言葉の力に感動しました。

11111111111111

令和６年度総代研修会
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　　　　　　　　２月19日、久喜市北青柳の組
合員の圃場で、久喜市立江面小学校の１・２年生
の約70名がじゃがいもの植え付けを行いました。
　児童たちは元気いっぱい泥だらけになりなが
ら、じゃがいもの植え付けに夢中になっていま
した。また、６月に予定している収穫をとても楽
しみにしていました。この体験を通じて農業の
魅力と食の大切さを伝え、地域の方々、組合員、
職員がふれあい、交流できる場となりました。

　２月23日、さいたま新都心公園で、埼玉いちご祭
に参加しました。
　久喜市産のあまりん・やよいひめ・べにたまや第
３回全国いちご選手権で入賞した「新規いちご栽培
塾」のあまりん、埼玉県産あまりんが入った苺グミ
を販売しました。

　３月８日、埼玉スタジアム2002南広場で、Red's
いちご祭に参加しました。
　久喜市産のあまりん・やよいひめ・べにたまの食
べ比べセットを販売し、午前中に完売してしまうほ
どの盛況ぶりでした。

ＪＡ南彩は、各地区を拠点に組合員、地域住民とのふれあい活動を通じて、地域農業と
生活の向上に取組んでいます。

　　　　　　　　２月19日、久喜市北青柳の組

地区
ふれあい
活動

地区
ふれあい
活動

春日部支部岩槻支部

　２月18日、岩槻城南支店で、24名が参加し、自転
車安全運転講習会を開催しました。
　岩槻警察にご協力をいただき、自転車の運転に関わ
る法改正や運転時の注意点に関する説明を聞きまし
た。その後、交通マナーをＤＶＤで鑑賞し、熱心に耳
を傾けていました。
　参加者からは「自転車の運転講習を受ける機会がな
いので、大変わかりやすく丁寧な説明で、自転車利用
時の注意点を再確認でき、今後に生かしていきたい」
と話していました。

　２月19日、春日部支店で、12
名が参加し、スマホストラップ
づくりを営農支援課石川副課長
が講師となり開催しました。
　参加者からは「四つ編みがむ
ずかしいです」との声もありま
したが、楽しく集中した時間を
過ごすことができました。

埼玉いちご祭 Red'sいちご祭

女性部女性部

大人から子どもまで多くの方にいちごの魅力をＰＲすることができました。

なんさいなんさい
小町小町
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彩農あり彩農あり！！ みんなみんな のの 広場広場

　もともと梨畑が身近にある環境で育った齋藤さんは、
会社勤めをしながらも、梨畑が毎年減っていく現状を目
の当たりにし、どこか寂しさを感じていたそうです。こ
のままではいけないと梨栽培の技術を継承し、次世代に
繫げたいという思いから、就農を決意しました。
　梨農家数か所でパートとして働きながら、県やＪＡの
梨栽培講習に参加し、栽培技術を学んでいたところ、縁
あって春日部農林振興センターの仲介で現在の圃場を紹
介してもらい、2023年に就農しました。
　就農してからは、講習や諸先輩方から学んだことを自
分なりに考え、日々試行錯誤しながら、現在、幸水20a、
彩玉10a、さらに今年からあきづき12aを作付けしてい
ます。齋藤さんは住まいがさいたま市にあり、白岡市の圃場に通っ
て、一人で作業をしています。暑さや寒さの厳しい時期は苦労も多
いですが、梨の管理作業がうまくできた時や、育てた梨が無事に収
穫をむかえ、お客さまから「美味しかった」と言われたときは、す
べてが報われ梨を作ってよかったと感じているそうです。
　これからも、「次世代に引継げるよう、栽培技術向上に努め、梨
づくりの基本を大切にし、環境にやさしい農業をしていきたい」と
力強く話してくださいました。 （大久保通信員）（大久保通信員）

齋
さいとう

藤 直
なおゆき

之さん
白岡市荒井新田（圃場）

物
価
高
プ
ラ
イ
ド
す
て
て
腹
満
た
す

ペ
ン
ネ
ー
ム　

Ｋ
・
Ｎ

ご
は
ん
よ
と
呼
ん
で
来
た
の
は
犬
と
父

ペ
ン
ネ
ー
ム　

青
メ
ダ
カ

テ
ー
マ
は

「
日
常
の
出
来
事
」

応
募
作
品
発
表

応
募
作
品
発
表

8
月
号
、
12
月
号
、
令
和
７
年
４
月
号
の
広
報
誌
に

掲
載
さ
れ
た
12
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
賞
と
優
秀

賞
を
決
定
し
、
入
賞
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

※
発
表
は
令
和
７
年
５
月
発
行
の
Ｊ
Ａ
南
彩
広
報
誌
及
び
公
式
Ｈ
Ｐ
、
公

式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
発
表
い
た
し
ま
す
。

※
掲
載
及
び
年
間
大
賞
は
Ｊ
Ａ
南
彩
内
部
で
審
査
い
た
し
ま
す
。

年
間
大
賞

相
撲
と
り
孫
と
遊
ん
で
立
ち
く
ら
み

ペ
ン
ネ
ー
ム　

ト
シ
パ
ー

野
良
弁
の
お
に
ぎ
り
旨
し
妻
の
愛

ペ
ン
ネ
ー
ム　

梨
家
カ
ネ
マ
ス
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令和７年度　春の農繁期（休日）対応について

営農経済センター　営業時間　8：45～12：00 主な肥料・農薬等の店頭販売の他、営農相談も承ります。

対応場所 電話番号 令和７年度対応期間
南部営農経済センター

（岩槻・春日部） 048-798-0072 5/3㈯ ～ 5/5㈪

中部営農経済センター
（蓮田・宮代・白岡） 048-768-5556 5/3㈯ ～ 5/17㈯

5/11㈰は休業
北部営農経済センター

（久喜・菖蒲） 0480-85-7334 5/10㈯、5/17㈯、5/24㈯、5/31㈯、6/7㈯

農機センター　営業時間　8：45～17：00  農業機械の修理・整備・販売を承ります。

岩槻／春日部
048-766-3187 4/29㈫ ～ 5/25㈰蓮田／宮代／白岡

久喜／菖蒲 5/17㈯ ～ 6/15㈰

燃料配送センター　営業時間　８：45～１２：0０ 軽油・重油の配送販売承ります。

全地区 0480-23-0471 5/3㈯・5/5㈪
※上記期間について、春の農繁期に伴い、土・日・祝日の営業を行います。

　　イネカメムシを
防除しましょう!!

イネカメムシの発生が近年、拡大傾向にあります。
発生量が多く、適期の防除が実施されていない場合は、大幅な減収となる可能性があります。
不稔および斑点米を防ぐためには、出穂期～穂揃期と、その7～10日後の2回、薬剤散布が有効です。
適期防除を実施しましょう。

イネカメムシの生育過程

1回目防除　　　　　　不稔の防止・低減
　　出穂期～穂揃期に必ず薬剤散布を行う。
　　粒剤では処理を数日早める。

株内の茎のうち約半数～８割程度が出穂した頃

2回目防除　　　　　　斑点米の防止・低減
　　穂揃期の7～ 10日後に薬剤散布を行う。
　　粒剤では処理を数日早める。

穂が上部から傾き、籾が厚くなり始めた頃

田植時期 品　種 １回目防除 2回目防除

４月下旬～５月上旬 彩のきずな、コシヒカリ ７月中旬～下旬 ８月上旬～中旬
彩のかがやき ８月上旬 ８月中旬～下旬

５月中下旬 彩のきずな、コシヒカリ ７月下旬～８月上旬 ８月中旬～下旬
彩のかがやき ８月上旬～中旬 ８月中旬～下旬

６月上旬 彩のきずな、コシヒカリ ８月上旬 ８月中旬～下旬
彩のかがやき ８月中旬 ８月下旬～９月上旬

※防除薬剤については、お近くの営農経済センターへご相談ください。

組合員の皆さまへご案内

9 なんさい



～「個別圃場防除」の実施について～ 申込期間　４月末まで　

　広域防除（面）による散布がカメムシ防除には最も効果が期待できますが、品種や田植え時期
の違いから、散布日の統一が難しいことが予想されます。このことから個別圃場防除の受付を行
います。多くの圃場の散布を可能にするため、受付には条件がありますので、ご確認の上、お申
し込みください。

～「個別圃場防除」での申し込みの流れ～

① 申込書に記入をお願いします（圃場の地番ごとにご記入いただきます。地番はすべての筆をご
記入ください）
②散布希望時期をお選びください。
　※1. 希望時期は散布の１か月前まで変更可能です。
※2. 希望時期内に散布を行います。日にち指定はできません。
③ 申込書を基に地図の作成を行います（修正、確認を繰り返し、地図を完成させます）
④散布日は決まり次第ご連絡いたします。
　※天候不順等により散布日に作業できない場合、翌日以降の対応となります。
⑤事前に近隣住民等への周知をお願いします。散布日当日の立ち合いは原則不要です。

　※散布作業はＪA南彩及びＪAが委託した民間提携業者が行います。
　※ 個別圃場は作業面積に限度があるため、最大受付面積に達した場合は受付終了いたしますの

でご了承ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年４月１日以降の作業に適用

作業料金「個別圃場」
面積 料金10aあたり（税込）

1haまで 2,600円
3haまで 2,500円

20haまで 2,400円
20ha以上 2,200円

　　　　　　※農薬代別途（原則、防除ご依頼分の農薬につきましては、JAにてご用意いたします）

作業を受付できない圃場があります「広域防除（面）・個別圃場防除共通」
①住宅が隣接している場合など、地域住民へ影響をおよぼす恐れがある場合。
②畑等に隣接しており、作物に影響を及ぼす恐れがある場合。
③10a未満の狭小圃場。
④法令等で飛行禁止となっているエリア。
⑤その他、作業に支障をきたす恐れがある場合。

個人で散布可能な粒剤や、豆つぶ剤も営農経済センターにて販売しておりますのでお問合せください。
カメムシ防除を行い南彩地区の米の品質向上を実現させましょう！

[お問合せ先]
南部営農経済センター　℡   048-798-0072 中部営農経済センター　℡   048-768-5556
北部営農経済センター　℡   0480-85-7334 営 農 部 営 農 支 援 課　℡   048-720-8092

締切間近
申込みはお早目に
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営農部営農支援課

～「広域防除（面）」の実施について～ 申込期間　５月末まで　

　イネカメムシは行動範囲が広く、農薬散布後、薬剤の効力が切れると散布をしていない圃場か
ら再度侵入し被害をもたらします。防除効果をより発揮させるには、１圃場単独で散布するより
も、圃場をまとめて「面」を作り広域的な一斉防除を実施することが効果的です。また、２回散
布することでより効果が高まります。
　この機会に地域での「広域防除（面）」について、ご検討ください。

～「広域防除（面）」での申し込みの流れ～

①広域防除地域（面）（５ha以上）でお申し込みください。個人、団体どちらでも可能です。
② 申込書に記入をお願いします（圃場の地番ごとにご記入いただきます。地番はすべての筆をご
記入ください）
③申込書を基に地図の作成を行います（修正、確認を繰り返し、地図を完成させます）
　※地図で確認し、まとまっていない圃場については、個別圃場料金となります。
④ 散布日を決めます（広域防除散布エリア１か所につき、設定できるのは１日です。出穂期に大
きなばらつきがあると、防除効果が低下するので、植える品種、時期について地域で検討をお
願いします。２回目の散布も可能ですのでご検討ください）
　※天候不順等により散布日に作業できない場合、翌日以降の対応となります。
⑤事前に近隣住民等への周知をお願いします。散布日当日の立ち合いは原則不要です。

※広域防除地域（面）の考え方
　⒈  申込書を基に地図を作成し、ドローン・無人ヘリが、離発着拠点を大きく移動す

ることなく散布可能とＪAで確認できたまとまったエリアです。広域防除エリア
の中に、一部散布しない圃場があっても受付可能です。

　⒉  広域防除エリアから外れている圃場が一部ある場合は、その圃場を個別圃場料金
として受付します。

　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年４月１日以降の作業に適用

作業料金「広域防除（面）」

面積 料金10aあたり（税込）

5ha以上20haまで 2,000円

20ha以上 1,900円
　　　　　　※農薬代別途（原則、防除ご依頼分の農薬につきましては、JAにてご用意いたします）

ドローン・無人ヘリコプターによる
イネカメムシ防除のご案内
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【JA南彩TACの活動】
　ＪＡ南彩では、本店営農支援課にTAC管理者
を置き、令和７年度は営農渉外（TAC）11名
を各営農経済センターに駐在させ、日々業務に
励んでいます。令和６年度は４月～２月までの
11か月間で、担い手や新規就農者を中心に約
12,000軒を訪問しました。訪問活動以外にも、
個人やエリアで目標を定めて、組合員と共に地
域の活性化を目指した取組みを行っています。

【JA南彩TACのいろいろな取組み紹介】

　令和７年度もJA南彩TACは、生産者と共に頑張ります！
　よろしくお願いいたします！

【農家研修2】

【小学校で地場野菜の授業】

【営農指導】

【渉外担当者との部門間連携】

【火傷病対策　梨花粉確保】

　　　　【講習会】

【小学校でお米の授業】

【青パパイヤ定植作業】

【圃場巡回】

【田植え体験】

【TACパワーアップ大会】

【農家研修1】

なんさい 12



営農情報 お問合せ
●JA南彩　営農部営農支援課　048（720）8092

　TAC（タック）とは、地域農業の担い手に出向くＪＡの営農経済を担当する渉外職
員の愛称で、農業経営者を日々訪問し、農業経営に関するあらゆる相談に応えていま
す。「地域農業の担い手に出向くＪＡ担当者」の愛称をＪＡ・連合会が一体（チーム）
となって地域農業をコーディネートするという意味をもつ「Team for Agricultural 
Coordination」の頭文字をとって「T・A・C」と呼んでいます。

【ロゴマークとキャッチコピー】
Tとことん、A会って、Cコミュニケーション!!

【TACの役割】
　1.　 ＪＡと組合員（特に担い手）の意見・要望を伺い、パイプ役としての訪問活動を行

います。
　2.　担い手に対し経営に役立つ各種情報をお届けします。
　3.　 組合員のご意見を受け、ＪＡ南彩の業務改善に繋げます。

【TACの主な業務内容】
　1.　農業技術指導・営農相談
　2.　各種営農情報などの提供
　3.　 農業所得増大・地域活性化応援プログラムによる支援・生産コスト低減・コンサル

機能の強化・新規就農支援
　4.　買い手のニーズと担い手の要望に基づいた地域生産振興の提案・支援
　5.　 営農計画策定支援システム等による経営・作業の見える化と年間作業の平準化・栽

培提案
　6.　GAP（農業生産工程管理）・生産履歴記帳運動等の食の安全安心対策支援

『TAC』をご存じですか？

　左側が地域農業の担い手とＪＡ担当者である
TACが対話・相談しているシーンをイメージし、
そうした対話を起点として生まれる課題解決や
ヒラメキを右側のエクスクラメーションマーク
で表現されています。
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10
月
号

◆
広
報
誌
「
な
ん
さ
い
」
が
届
く
の
が
遅
く
、
申
込
締

切
日
ま
で
に
検
討
す
る
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
10
月

号
は
16
日
に
届
き
、
洋
梨
の
申
し
込
み
締
切
日
（
18
日
）
に
間

に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
過
去
に
も
申
込
締
切
を
過
ぎ
て
か
ら

届
い
た
こ
と
が
あ
り
、
商
品
や
イ
ベ
ン
ト
、
講
習
会
の
申
し
込

み
に
支
障
が
出
て
い
ま
す
。

岩
槻
地
区　
40
代　
男
性

A
お
届
け
の
遅
れ
に
よ
り
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る

こ
と
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
指

摘
の
と
お
り
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
毎
月
10
日
ご
ろ
の
外

務
活
動
で
広
報
誌
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。
再
度
、
職
員
へ

訪
問
日
を
順
守
す
る
よ
う
に
周
知
し
、
申
込
締
切
日
や
重
要
な

情
報
を
よ
り
早
め
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

◆
「
国
消
国
産
」
の
特
集
を
読
み
、
日
本
の
食
料
自
給

率
が
低
い
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
国
内
で

自
給
率
を
上
げ
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

農
業
に
従
事
す
る
人
も
減
少
し
て
お
り
、
現
在
農
業
に
携
わ
っ

て
い
る
人
々
の
多
く
は
高
齢
者
で
す
。
農
業
だ
け
で
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
国
が
中
心
と
な
っ
て
取
組
む
必
要
が
あ
る
と
強
く

思
い
ま
す
。

宮
代
地
区　
60
代　
女
性

A
特
集
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、
国
の
支
援
と
と
も
に
、
若
い
世
代
の
農

業
参
入
を
促
進
す
る
こ
と
や
農
業
に
従
事
す
る
方
々
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
皆
さ
ま
と
一
緒
に
考
え
、
情

報
を
共
有
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
10
月
号
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
記
事
が
満
載
で
、
非

常
に
見
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
「
国
消
国
産
」

の
記
事
は
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
日
本
の
食
料
事
情
に
つ
い
て
深

く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
農
家
が
あ
っ
て
の
日
本
で

あ
り
、
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
今
後
も
農
家
を
応

援
し
、
農
家
の
収
入
を
増
や
す
手
助
け
が
で
き
れ
ば
と
考
え
ま

す
。

久
喜
地
区　
80
代　
女
性

A
温
か
い
ご
意
見
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
事

が
役
立
ち
、
食
料
事
情
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
っ

た
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
け
て
、
編
集
担
当
者
一
同
、
大
き

な
励
み
と
な
り
ま
す
。
農
業
を
支
え
る
重
要
性
を
改
め
て
感
じ

て
い
た
だ
け
た
こ
と
、
ま
た
農
家
の
方
々
を
応
援
し
よ
う
と
い

う
気
持
ち
が
伝
わ
り
、
私
た
ち
も
共
感
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

農
業
や
食
の
大
切
さ
を
伝
え
る
記
事
を
引
続
き
取
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

11
月
号

◆
地
元
の
野
菜
を
使
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
で
減
塩
料
理
を
教

え
て
ほ
し
い
で
す
。

春
日
部
地
区　
50
代　
女
性

A
地
元
の
新
鮮
な
食
材
は
、
栄
養
価
が
高
く
、
健
康
に

も
良
い
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
に
、
さ
ら
に
多
く
の
健
康
レ
シ
ピ
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

◆
「
読
者
か
ら
の
ご
意
見
紹
介
」
特
集
を
読
ん
で
、「
な

ん
さ
い
」
を
読
ん
で
い
る
人
が
多
い
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
記
事
を
通
し
て
い
ろ
ん
な
情
報
を
得
て
、
そ
れ
を
自
分

の
生
活
に
活
か
し
て
い
る
の
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
記
事
を

作
る
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
、
今
必
要
な
情
報
を
調
べ
た
り
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
の
を
知
っ
て
、
大
変
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
、
も
っ
と
素
敵
な
広
報
誌
を
作
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
！

宮
代
地
区　
60
代　
女
性

A
広
報
誌
作
成
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
、
今
ど
ん
な
情
報
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
か
を
考
え
、
形
に
し
て
い
く
過
程
は
確
か
に
大

変
で
す
が
、
そ
の
分
、
読
者
の
皆
さ
ま
の
声
が
私
た
ち
の
励
み

と
な
り
、
次
号
作
成
へ
の
意
欲
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
引
続

き
、
皆
さ
ま
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
誌
作
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

◆
梨
作
り
体
験
が
で
き
る
大
山
小
学
校
の
閉
校
が
残
念

で
す
。
Ｉ
Ｔ
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

農
業
体
験
を
す
る
こ
と
が
貴
重
だ
と
感
じ
ま
す
。
大
人
に
な
っ

て
も
そ
の
経
験
が
役
立
ち
、
自
然
相
手
に
最
後
ま
で
や
り
通
す

力
が
育
ま
れ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。久

喜
地
区　
70
代　
女
性

A
農
業
体
験
を
通
じ
て
、
自
然
と
触
れ
合
い
、
地
域
の

伝
統
や
技
術
を
学
ぶ
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
時
代
に

生
き
る
現
代
に
お
い
て
、
農
業
体
験
は
将
来
の
力
を
育
む
大
切

な
機
会
で
す
。
ご
指
摘
の
通
り
、
自
然
と
の
向
き
合
い
方
や
努

力
を
続
け
る
力
を
育
む
意
味
で
も
、
農
業
体
験
は
と
て
も
重
要

だ
と
私
た
ち
も
考
え
て
い
ま
す
。

12
月
号

◆
12
月
号
の
カ
メ
ラ
ニ
ュ
ー
ス
「
新
た
な
一
歩
期
待
と

と
も
に
」
に
て
、
令
和
7
年
度
新
採
用
職
員
の
内
定

式
が
行
わ
れ
、
6
名
の
新
し
い
職
員
が
加
わ
る
と
の
こ
と
。
農

協
の
仕
事
は
今
後
ま
す
ま
す
大
変
な
時
代
を
迎
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

岩
槻
地
区　
60
代　
男
性

A
温
か
い
応
援
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
た
に

採
用
さ
れ
た
6
名
の
職
員
が
、
Ｊ
Ａ
南
彩
の
一
員
と

し
て
Ｊ
Ａ
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
を
、
私
た
ち
も
非

常
に
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
確
か
に
厳
し
い
時
代
を
迎
え

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
未
来
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
新
採

特集2
　
日
ご
ろ
よ
り
、
広
報
誌
「
な
ん
さ
い
」
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
、
ご
要
望
を
一
部
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

読
者
か
ら
の
ご
意
見
紹
介

読
者
か
ら
の
ご
意
見
紹
介
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用
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
成
長

す
る
こ
と
を
私
た
ち
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
来

年
は
趣
味
と
し
て
花
や
野
菜
を
育
て
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
営
農
で
は
な
く
、
趣
味
と
し
て
の
講
座
を
Ｊ
Ａ
主
催

で
開
催
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
参
加
し
た
い
で
す
。

白
岡
地
区　
40
代　
女
性

A 

花
や
野
菜
を
育
て
る
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
現

在
、
営
農
活
動
と
し
て
の
講
座
は
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
趣

味
と
し
て
の
講
座
を
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。
ご

理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
12
月
号
の
「
あ
な
た
は
何
問
わ
か
り
ま
す
か
」
で
は

ク
イ
ズ
が
難
し
く
て
解
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
興
味

を
持
っ
て
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
慈
姑
（
く
わ
い
）
な
ど

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今
後
も
ク
イ

ズ
形
式
で
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

久
喜
地
区　
70
代　
女
性

A 

ご
感
想
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
確
か
に
答
え
が

分
か
ら
な
く
て
も
、
問
題
に
触
れ
な
が
ら
新
た
な
知

識
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
、
ク
イ
ズ
の
魅
力
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
内
容
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

１
月
号

◆
広
報
誌
な
ん
さ
い
1
月
号
の
特
集
で
、
い
ち
ご
に
関

す
る
記
事
を
読
み
、
埼
玉
県
に
は
こ
ん
な
に
も
多
く

の
品
種
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
地
域
の
特
産
品

に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

岩
槻
地
区　
60
代　
男
性

A 

埼
玉
県
は
、
全
国
で
も
い
ち
ご
の
生
産
が
盛
ん
な
地

域
の
ひ
と
つ
で
、
多
く
の
品
種
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、地
域
の
特
色
や
特
産
物
に
焦
点
を
当
て
、皆

さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
誌
面
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

◆
ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
が
な
く
な
る
の
は
残
念
で
す
。

時
勢
の
流
れ
に
は
仕
方
な
い
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
今
後
も
魅
力
あ
る
Ｊ
Ａ
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

蓮
田
地
区　
70
代　
男
性

A 

ポ
イ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
終
了
に
つ
い
て
、
時
勢
の
流

れ
を
反
映
し
た
決
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま
に

と
っ
て
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
改

善
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
い
つ
も
広
報
誌
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
青
パ
パ

イ
ヤ
を
使
っ
た
料
理
を
妻
が
考
案
し
て
お
り
、
昨
年

の
ヒ
ッ
ト
作
は
パ
パ
イ
ヤ
ミ
ー
ト
グ
ラ
タ
ン
で
し
た
。
今
年
も

青
パ
パ
イ
ヤ
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
作
り
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

菖
蒲
地
区　
60
代　
男
性

A 

青
パ
パ
イ
ヤ
の
メ
ニ
ュ
ー
作
り
に
取
組
ん
で
い
る
と

の
こ
と
、
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
！
パ
パ
イ
ヤ
ミ
ー
ト

グ
ラ
タ
ン
が
昨
年
の
ヒ
ッ
ト
作
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
ど
ん
な

味
だ
っ
た
の
か
気
に
な
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
青
パ

パ
イ
ヤ
レ
シ
ピ
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
考
に
な
さ
っ
て
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

２
月
号

◆
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
離
農

が
進
む
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
野
菜
に
挑
戦
す
る
若
者
が

現
れ
た
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
農
地
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
も
早
急
に
取
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
考
え
て
い

き
た
い
で
す
ね
。�

岩
槻
地
区　
60
代　
男
性

A 

農
業
に
取
組
む
若
者
の
姿
勢
に
は
希
望
を
感
じ
ま
す

ね
。
新
し
い
作
物
へ
の
挑
戦
が
、
地
域
農
業
の
活
性

化
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
策
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
Ｊ
Ａ
南
彩
の
様
々
な
相
談
会
の
情
報
を
広
報
誌
な
ん

さ
い
で
得
て
い
ま
す
。
知
識
が
乏
し
い
高
齢
者
の
私

に
と
っ
て
、
非
常
に
あ
り
が
た
く
、
力
強
い
味
方
で
す
。
今
後

も
機
会
が
あ
れ
ば
、
誌
面
の
情
報
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
毎
回
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

春
日
部
地
区　
80
代　
女
性

A 

私
た
ち
の
広
報
誌
が
、
情
報
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

高
齢
者
の
方
々
に
と
っ
て
、
力
強
い
サ
ポ
ー
ト
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
誌
面
を
通
じ
て
、
少
し

で
も
お
役
に
立
て
て
い
る
こ
と
を
励
み
に
、
今
後
も
よ
り
多
く

の
情
報
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
Ｊ
Ａ
南
彩
の
地
区
は
、
い
ち
ご
の
産
地
と
し
て
有
名

で
す
。
こ
の
時
期
、
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
正
・
准
組
合

員
以
外
に
も
広
報
誌
を
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？�

蓮
田
地
区　
60
代　
女
性

A 

い
ち
ご
の
産
地
と
し
て
、
旬
の
い
ち
ご
や
そ
の
魅
力

を
広
報
誌
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
広
報
誌
の
最
新
号
や
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
正
・
准
組
合
員
以
外
の
方
に
も
閲
覧
い
た

だ
け
る
機
会
が
増
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

◆
今
年
の
い
ち
ご
は
驚
く
ほ
ど
高
値
で
、
手
が
出
ま
せ

ん
。
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
た
め
、
購
入
を
た
め
ら

っ
て
し
ま
い
ま
す
。�

菖
蒲
地
区　
50
代　
男
性

A 

昨
今
の
農
産
物
の
価
格
変
動
は
、
天
候
や
供
給
状
況

な
ど
多
く
の
要
因
に
影
響
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

い
ち
ご
は
そ
の
品
質
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
て
い
る
た
め
、
需
要

が
高
く
な
る
と
価
格
が
上
昇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
産
者

の
方
々
は
一
生
懸
命
に
栽
培
し
て
お
り
、
私
た
ち
も
応
援
し
て

い
ま
す
。

編
集
担
当
者
よ
り

　
毎
月
多
く
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
、
内

容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
当
組
合
の
経
営
や
運
営
、
広

報
誌
へ
の
企
画
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
取
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
広
報
誌
「
な
ん
さ
い
」
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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　「ほうれん草」７点「小松菜」15点「山東な」５点の合計27点が出品
されました。ＪＡ埼玉県中央会会長賞には、「小松菜」でさいたま市岩槻
区の澤田幸男さんが受賞いたしました。

氏　名 地　区 品　目
本田　孟史 岩槻 小松菜
大熊　良幸 越谷 小松菜
池田　和弘 岩槻 山東な
桑野　　勇 岩槻 ほうれん草
新井　静雄 菖蒲 やよいひめ

氏　名 地　区 品　目
木村　文子 菖蒲 あまりん
内田　貞一 久喜 きゅうり
老川　　猛 春日部 とまと
山﨑　守雄 白岡 とまと

2月・3月に開催された「農産物品評会」2月・3月に開催された「農産物品評会」

「ほうれん草」「小松菜」「山東な」
特　別　賞 氏　名 地区 品　目

JA埼玉県中央会会長賞 澤田　幸男 岩槻 小松菜
JA南彩組合長賞 関本　和雄 岩槻 小松菜
JA埼玉県信連経営管理委員会長賞 高橋　　亮 岩槻 山東な
JA全農埼玉県本部運営委員会長賞 荻野　敏江 岩槻 ほうれん草
JA共済連埼玉県本部運営委員会長賞 濱野　一利 岩槻 小松菜

（敬称略）

２月５日、令和６年度「ほうれん草」「小松菜」「山東な」の品評会を開催

　「とまと」18点が出品されました。ＪＡ埼玉県中央会会長
賞には、白岡地区の八木橋益夫さんが受賞いたしました。

「とまと」 
特　別　賞 氏　名 地区

JA埼玉県中央会会長賞 八木橋　益夫 白岡
JA南彩組合長賞 八木橋　啓介 白岡
JA埼玉県信連経営管理委員会長賞 関根　拓郎 春日部
JA全農埼玉県本部運営委員会長賞 安野　和好 白岡
JA共済連埼玉県本部運営委員会長賞 中山　光男 春日部

（敬称略）

３月14日、令和６年度「とまと」品評会を開催

各品評会で入賞された方々

　「いちご」19点「きゅうり」
13点が出品されました。
　ＪＡ埼玉県中央会会長賞には、
いちごの部で菖蒲地区のいちご栽
培塾が、きゅうりの部門で菖蒲地
区の岸勝美さんが受賞いたしまし
た。

「いちご」 
特　別　賞 氏　名 地区 品　種

JA埼玉県中央会会長賞 いちご栽培塾 菖蒲 あまりん
JA南彩組合長賞 野川　信幸 菖蒲 べにたま
埼玉いちご連合会長賞 高塚　正史 菖蒲 あまりん
JA埼玉県信連経営管理委員会長賞 稲生　啓成 菖蒲 べにたま
JA全農埼玉県本部運営委員会長賞 原田　典男 菖蒲 やよいひめ
JA共済連埼玉県本部運営委員会長賞 青木　忠雄 菖蒲 やよいひめ

（敬称略）

（敬称略）

「きゅうり」
特　別　賞 氏　名 地区

JA埼玉県中央会会長賞 岸　　勝美 菖蒲
JA南彩組合長賞 伊藤　光三 菖蒲
JA埼玉県信連経営管理委員会長賞 萩原　直人 菖蒲
JA全農埼玉県本部運営委員会長賞 野川　喜治 菖蒲
JA共済連埼玉県本部運営委員会長賞 岸　　　博 菖蒲

（敬称略）

２月28日、令和６年度「いちご」「きゅうり」品評会を開催

なんさい 16



お
客
様
の

　
　
　
　を

  

守
り
ま
す
。

大
切
な
資
産

マネロン等対策を含む特殊詐欺及びSNS型投資詐欺・ロマンス詐欺の
根絶に向けた社会の実現を目指してまいります。

埼玉県警察と連携し、犯罪利用口座の排除に取り組んでまいります。
特殊詐欺等被害が疑われる振込については、

お客様にお取引内容を
確認させていただく場合がございます。

ＪＡさいたま／ＪＡあさか野／ＪＡいるま野／ＪＡ埼玉中央／ＪＡちちぶ／ＪＡ埼玉ひびきの／ＪＡくまがや
ＪＡふかや／ＪＡ埼玉岡部／ＪＡ花園／ＪＡほくさい／ＪＡ越谷市／ＪＡ南彩／ＪＡ埼玉みずほ／ＪＡさいかつ　

埼玉県信用農業協同組合連合会

ＪＡバンク埼玉は埼玉県警察と
「特殊詐欺等の被害防止にかかる協定」を

締結しました。

お
客
様

大
切
大
切

STOP！
特殊詐欺

埼玉県警察マスコット
「ポッポくん」

埼玉県警察・

17 なんさい



年金相談会　５月14日㈬ 9:00～16:00　全管内一斉開催
岩槻城北支店
048-794-1146

岩槻城南支店
048-798-3345

春日部支店
048-736-5501

蓮田支店
048-768-2190

宮代支店
0480-32-0102

白岡大山支店
0480-92-2315

久喜江面支店
0480-21-1101

菖蒲南支店
0480-85-1022

  相 談会のご案内 JAでは相談会を開催しています。お気軽にご利用ください。

営農相談 毎月直売所で病害虫防除、雑草防除の営農相談コーナーを設けています。

５月８日（木）
岩槻農産物直売所
（あさつゆの里）
９：30～11：00
048-798-8311

５月15日（木）
久喜農産物直売所

（久喜キラリ直売館）
９：30～11：00
0480-25-1183

５月21日（水）

菖蒲グリーンセンター

９：30～11：00
0480-85-4444

南
彩
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

南
彩
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

inform
ation 

 
inform

ation 

※都合により時間が変更になる場合があります。

　JA南彩の監事は経営の健全な発展に資するため、農協法第
35条の５（監事の職務等）及び農協法施行規則第81条（監事の監
査報告の作成）に基づき、理事の職務の執行を監査する上で理事
の職務遂行に関する幅広い情報（組合経営に関する事象に限る）
の提供を求めています。
　当組合の理事の組合経営に関する上記の情報について右記の
とおり窓口を設置しておりますので、電話または封書にて連絡く
ださいますようお願いします。
　なお、ご厚意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似
する内容のものは受付いたしかねますので予めご了承ください。
 南彩農業協同組合　監事会　

ご連絡先
住　　所　〒344-0064
　　　　　埼玉県春日部市南2-4-30
電話番号　048－720－8051
担当部署　監査室（監事会事務局）
受付監事　常勤監事　今井 清志
受付時間　 ８：30～17：00
　　　　　にお願いします。
　　　　　（土・日・祝日を除く）

情報提供窓口設置のご案内情報提供窓口設置のご案内

当組合の業務に関する相談・苦情については、本店・各支店で受付けておりますのでご利用ください。

相談・苦情受付窓口
貯金・融資などに関することは……………… 金融共済部 金 融 課（℡   048‒720‒8053） 
生命・建物・自動車共済などに関することは 金融共済部 共 済 課（℡   048‒720‒8057） 
購買などに関することは ……………………… 経　済　部 経 済 課（℡   048‒720‒8093）
販売などに関することは ……………………… 営　農　部 生産販売課（℡   048‒720‒8092）

本店受付時間　８：30～17：00（土・日・祝日を除く）

岩槻城北支店

048-794-1146

岩槻城南支店

048-798-3345

春日部支店

048-736-5501

蓮田支店

048-768-2190

宮代支店

0480-32-0102

白岡大山支店

0480-92-2315

久喜江面支店

0480-21-1101

菖蒲南支店

0480-85-1022

各支店受付時間　８：45～15：00（土・日・祝日を除く）
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主要事業の概要
── 令和７年２月末現在 ──

出資金につきましては、28億9,154万円です。

令和７年２月末 令和６年３月末 前年度末
増　　減

正 組 合 員 数 9,084人 9,066人 18人
准 組 合 員 数 19,388人 19,044人 344人
組合員数合計 28,472人 28,110人 362人

令和７年２月末 令和６年２月末 前年度
同月対比

貯 金 高 2,762億4,271万円 2,797億667万円 98.8%

貸 出 金 709億2,701万円 689億5,397万円 102.8%

共 済 保 有 高 5,865億2,439万円 5,954億5,371万円 98.5%

販 売 高 27億6,154万円 26億8,110万円 103.0%

購買品Ⅰ供給高 24億6,430万円 21億404万円 117.1%
購買品Ⅱ供給高
（ 各 直 売 所 ） 12億1,340万円 10億8,526万円 111.8%
※ 貸出金については、貸付留保金を控除しています。

※

【理事会だより】
　令和７年２月27日、定例理事会が行われ、次
の事項について審議され、全議案原案通り可
決、承認されました。

⑴  令和７年１月末財務状況及び３月末見込み
について

⑵  令和６年産特別栽培米における最終精算に
ついて（ＪＡ南彩米穀共同計算委員会）

⑶  令和６年産くず米（特定米穀）精算につい
て

⑷   職制規程（機構図）の一部変更について
⑸  人事関連規程類の一部変更について
⑹  職制規程（職制規程・業務分掌兼職務権限表）
の一部変更について

⑺  職制規程（職制規程・業務分掌兼職務権限表）
の一部変更について

⑻  農産物検査業務規程の一部変更について
⑼  信用事業方法書（金銭債権の取得又は譲渡
及びこれに附帯する事業）の一部変更につ
いて

⑽  信用事業方法書（金融機関等の業務の代理
又は媒介）の一部変更について

⑾  令和７年度ＪＡ住宅ローン金利軽減の考え
方について

⑿ 高額融資案件の承認について

　寒さも和らぎ、お出かけしやすい気候となりました。４月に入り新し
い一歩を踏み出した方もいらっしゃると思います。
　今年度もたくさんの情報を紹介できればと思っていたところですが、
今回の人事で異動する事になりました。短い期間ではございましたが、
多くのご意見・ご感想をいただき、皆さまの声を励みに頑張ってこれま
した。ありがとうございました。 編集担当  A

編
集
後
記

85 〒344－0064
春
日
部
市
南

　
　
　

二
丁
目
４
番
30
号

Ｊ
Ａ
南
彩

　

ふ
れ
あ
い
広
報
課

   

答

    

郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
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望
・
短
歌
・
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ト
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※応募ハガキに基づく個人情報は抽選、景品の発送、
意見等の掲載に使用させて頂きます。あらかじめご
了承下さい。
※お一人さま１枚までのご応募とさせて頂きます。

　 正解者の中から抽選で10名さまに
図書カードをプレゼント。
　 【締切日】４月末日
　発表は６月号です。

二重マスの文字をＡ→Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

タテのカギ
２ タイヤにつないでシュコシュコ
５ 柔道場に敷かれているもの
７ 新しいクラスで ̶̶ 紹介をした
８ ̶̶ は友を呼ぶ
９ 茶道では表千家、裏千家など
11 真新しい ̶̶ を着て入社式に臨んだ
12 漢字で書くと枸橘、枳殻。春に白い
花を咲かせます

14 海のパイナップルと呼ばれる海産物
15 肥料の三要素は窒素、̶̶ 酸、カリ
ウム

16 パソコンの入力装置のひとつ
17 ４月のこと。̶̶・フール

ヨコのカギ
１ 富山湾でとれるものが有名な春の味
覚。青く光ります

２ 茶わんのセットや重箱を数えるとき
に使う言葉

３ 手品、マジックともいいます
４ 来週の火曜日 ̶̶ にもう一度来て
ください

６ 祝い事につきものの魚
９ 麻雀であがる前にかけることも
10 これが終わると新学期。入学式もあ
ります

11 インクを付けて押します
13 テニスの試合で ̶̶ の応酬が続いた
14 鬼さんこちら、手の鳴る ̶̶ へ
16 よく×（バツ）と対比されます

クロスワードパズル 出題　ニコリ

応
募
方
法

２月号の答え

当選者の発表は商品の発送をもって
代えさせていただきます。

２月号応募総数74通

答え リュウヒョウ

19 なんさい



令和7年度 第1回令和7年度 第1回
「梨栽培サポーター講座」「梨栽培サポーター講座」受講者募集!受講者募集!

　JA南彩管内の特産である梨は労働力不足もあり、栽培面積は減少
傾向です。梨農家さんはお手伝いいただける労働力を求めています。
そこで、梨の基礎知識と技術を身につけていただけるように講座を
開催し、終了後には梨農家さんへ紹介などを予定しています。
　講座は全３回を計画し、第１回は摘果、第２回は収穫、第３回は
剪定、それぞれ実習を行い、技術の習得支援を行います。
※日程は天候により変更することがございます。
※２日間の講座を受講された方にはライセンス証を発行します。

第１回（摘果講座）２日間

お申込み先
●【ハガキ】　〒344－0064　春日部市南2丁目4－30
　　　　　　  ＪＡ南彩  営農部営農支援課「梨栽培サポーター講座」宛
●【ＦＡＸ】　ＪＡ南彩  営農部営農支援課　FAX 048－720－8095

お問合せ先　JA南彩  営農部営農支援課　担当  杉﨑　TEL 048－720－8092

開 催 日 時　　令和７年５月15日㈭　13時30分～16時
　　　　　 　（内容：座学講習・現場研修）
　　　　　　　令和７年７月10日㈭　14時～16時
　 　 　 　 　（内容：現場研修）
開 催 場 所　　ＪＡ南彩　菖蒲南支店会議室　～　菖蒲町内梨園　
　 　 　 　　　住所：久喜市菖蒲町小林238番地
対　象　者  梨栽培に興味があり梨栽培でお手伝いいただける方
人　　　員　　 応募状況により調整させていただくことがあります
応募締め切り日　　令和７年５月１日㈭
参　加　費　　無　料　
そ　の　他　　 お持ちいただくもの：帽子・タオル・水筒
　　　　　　　動きやすく汚れてもいい服装でお越しください
　　　　　　　ＪＡで貸出すもの：はさみ・手袋
お申込み方法　　 希望受講者の氏名、住所、電話番号を記入し「梨栽培サポーター講座

第１回希望」と明記して、下記あてに、｢ハガキ｣ 又は ｢FAX｣ でお申込
み下さい。

ご葬儀ご葬儀のの事前相談・ご連絡事前相談・ご連絡はは

発行責任者／南彩農業協同組合
　　　　　　代表理事組合長　菊池義雄
　　編　集／企画管理部ふれあい広報課
　　　　　　〒344－0064 埼玉県春日部市南二丁目4番30号
　　　　　　TEL   048（720）8051　FAX  048（720）8052 古紙配合率 100％再生紙を使用しています

347
令和７年４月１日発行

JA葬祭総合センター
0120‒145‒731（24時間・365日対応）

お知らせ

番号案内サービス（104）へお問合せの際は、必ず「JA南彩の葬儀」とお伝えください。

▲ ▲ こちらの問合せフォームこちらの問合せフォーム
からメールでの相談も可からメールでの相談も可
能です。能です。

な さん い




